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８月２４・２５日に開かれた第５９回日本母親大会に梅村

さんも参加してきました。 

１日目の全体会会場は、幕張メッセ。支援者の方たちと一

緒に裁判支援お願いのチラシと署名用紙を配布しましたが、

準備した１５００部はあっという間になくなりました。 

全体会参加者は、７５００名。原発、憲法改悪、TPP、オ

スプレイ、消費税のたたかいや、リストラ・派遣切りなどの

争議の先頭に立って頑張っている女性たちのパワーに、元気

をもらってきました。 

 ２日目は、「ふえる心の病-私らしくいきいきと働きつづけるには-」という梅村さんにぴったりの分科会

に参加。発言の機会も得て、民主的医療機関であるはずの南医療生協で起きている職員の労働強化、それに

よる健康破壊、そして、梅村さん自身の裁判についても話しをすることができました。 

「労働局が認めている労災を認めない一方で、医療費は労災保険で請求し、受け取っている」「メンタル

疾患を患う職員が多く、中には在職自殺も」「労働者が分断されて、労働組合の組織率も８割から３割に」

という発言に、「えぇっ！」という驚きの声が上がりました。 

しかし、参加者からは「私も医療生協に勤めているが、メンタル患者が増えている」など、厳しい医療労

働環境だけでなく、民主的といわれる職場でも「がんばる人」が次々と倒れている実態が出され、午前午後

の討論を踏まえて、右記 

の申し合わせ事項を確認 

しました。 

 大会会場で配布した 

署名用紙は、いま全国 

各地から送られてきて 

います。 

 

 

  

８月２０・２１日に岐阜県海津温泉で開かれた国民救援会愛知県本部主催の「救援学校」にも、梅村さん

が参加しました。「人権を守るたたかいあるところに救援会あり」と弾圧事件・冤罪事件・国や企業の不正

に立ち向かう人々を支えて８５年の救援会の歴史を学び、多くの先輩方との交流もできました。 

「南生協はいったいどうなっとるの!?」という疑問にも答え、２日目には裁判支援の訴えもしてきました。 
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次回裁判  
９月１９日(木)午後２時  
名古屋地方裁判所２階２０１号法廷 
※裁判後、桜華会館にて報告交流集会を行います。 

第５９回日本母親大会１６分科会 申し合わせ事項 

・長時間労働・パワハラのない職場に変えていきましょう。 

・職場の安全衛生委員会の開催と活性化をしていきましょう。 

・家庭・職場・地域で対話し、寄り添える関係をつくっていきましょう。 

・仲間の声を活かした労働組合活動にしていきましょう。 

・互いの価値を認めあえる、人減らしい働き方を実現しましょう。 
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↓愛知争議団で一緒にたたかっている仲間のシンポジウムです。ぜひ、ご参加ください！ 


